
救命救急医療
24時間365日体制で、

緊急度・重症度の高い患者さんを中心に、
状況に応じた救急医療を提供します

〒770-8539 

徳島県徳島市蔵本町1丁目10-3

●JR徳島線「蔵本駅」より徒歩10分
●徳島自動車道：藍住ICより県道1号経由にて車で7km・約15分

088-631-7151（代表） 

0120-631-715（FAX紹介状）
088-631-8354（事務局）

徳島県立中央病院

ＥＲ棟（南館）
徳島県立中央病院

徳島県立中央病院
（蔵本駅より徒歩10分）
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　関係者の皆様の御理解と御協力を賜りまして、これまで診療体制を維持しながら
整備を進めて参りました「ＥＲ棟（南館）」が無事完成し、この度、運用を開始
する運びとなりましたことに心から感謝を申し上げます。
　「ＥＲ棟（南館）」の運用により、新興・再興感染症の発生を想定した感染症
対応機能を強化いたしますとともに、本館で担ってきた機能の一部を移転・拡充し、
感染症対応と通常医療の両立に向けまして、本館と連携しつつ、ポストコロナに
おける救急医療、災害医療の充実・強化を図って参ります。
　また、医療ＤＸの一環として、５Ｇネットワークを活用した遠隔医療による地域
医療支援を行うことで、質の高い医療を幅広く県民の皆様へ提供できるよう努めて
参ります。
　今後とも、県民の皆様に必要な医療を提供する「強くて優しい病院」を目指し、
連携医療機関及び地域の皆様の信頼が得られるよう尽力いたしますので、なお一層
の御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　この度、県立中央病院ＥＲ棟（南館）の新築工事が無事完了し、５月２９日に
開院の運びとなりました。
　これもひとえに、設計・施工に携わっていただいた方々など、多くの関係者の
皆様のご尽力の賜物であり、心から感謝を申し上げます。
 　当院は、平成２４年の全面改築から１０年が経過し、これまで県民の皆様に質の
高い安全な医療を提供すべく、高度医療や政策医療の推進に取り組んで参りました。
　特に、令和２年からの「新型コロナウイルス感染症 (COVID‒19)」への対応では、
「重点医療機関」として、病床の確保と感染者の積極的な受入れに努めてきたと
ころです。
　ＥＲ棟（南館）開院後は、全面陰圧化された「救急・感染症外来」や拡充整備
した「内視鏡センター」など、当施設が持つ多様な機能を存分に発揮し、「ポスト
コロナ新時代」を見据え、「本県医療の中核拠点」としての使命を果たすことが
できるよう、精一杯努力して参りますので、さらなる御理解と御協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

ご挨拶

徳島県病院事業管理者　北畑　洋

　この度、令和３年１０月から整備を進めて参りました「県立中央病院ＥＲ棟（南館）」
が完成いたしました。整備に当たり、一方ならぬ御理解、御協力を賜りました地元
の皆様をはじめ、多くの関係者の方々に対し、深く感謝申し上げます。
　今、新型コロナウイルス感染症に代表される新興感染症への対応と通常医療と
の両立をはじめ、南海トラフ巨大地震や超高齢社会の到来など、本県医療は様々
な課題に直面しております。当施設は、こうした課題に対応するため、「救急・
感染症外来」をはじめ、発災時には「災害対策本部」や「ＤＭＡＴ活動拠点本部」
の役割を担うほか、専門性の高い医療技術の習得を図る人材育成機能や５Ｇ通信
環境を活用した先進的な遠隔医療による地域医療支援機能など、全国にも類を見
ない複合的な機能を備えております。
　新たな「ＥＲ棟（南館）」を加えた県立中央病院が、「県民医療の最後の砦」として、
今後とも県民の皆様の生命、安全・安心をしっかりとお守りすることができます
よう、関係医療機関との緊密な連携のもと、全力で取り組んで参りますので、より
一層の御支援、御協力をよろしくお願い申し上げます。

徳島県知事　後藤田　正純

徳島県立中央病院長　葉久　貴司

ER棟（南館）
徳島大学病院

中央病院 本館棟
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施設概要

配置図
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1,638㎡ 104㎡ 6,724㎡建築面積
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26.4m 24.1m 53.5m建物高さ
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主な機能
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救命救急
救急・感染症外来をはじめ、一次救急及び
小児救急体制を充実し、本館棟の二次・三
次救急と連携して、高度な救急医療に対応
する「救命救急センター」としての機能強化
を図ります

地域医療支援
５Ｇ回線を活用した常設の「オンライン診察
室」において、先進的な遠隔医療により地
域医療を支援します

災害対応
発災時には、「基幹災害拠点病院」として、
「災害対策本部」や「ＤＭＡＴ活動拠点本
部」の役割を担い、危機事象に的確に対応
します

人材育成
専門性の高い医療技術を習得するための研
修施設を整備し、将来の医療を担う人材を
育成します
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陰圧設備を備えた「救急・感染

症外来」や「救急病棟」によ

り、一次救急や小児救急への

対応を充実

拡充整備した「内視鏡センター」により、がん診療の

拠点病院としての検査・治療体制を強化

リバーシブルに活用

【通常時】

５Ｇ診察室、５Ｇ会議室

【発災時】

災害対策本部、

ＤＭＡＴ活動拠点本部

リバーシブルに活用

【通常時】

専門性の高い医療技術の

習得を図る教育拠点

（当面はＨＣＵとして運用）

【感染拡大時】

重症感染患者に対応するＨＣＵ
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